　
西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和6年12月13日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・書記：金谷　侑
	松沢
	金谷
	平山
	松橋
	田村
	熊谷
	榊
	前田
	柳田
	山口

	○
	○
	○
	準
	欠
	休
	休
	○
	明け
	○

	田端
	荒木田
	佐々木
	福士
	久保
	工藤
	加賀
	秋元
	久保
	

	休
	休
	準
	○
	留守
	年
	明け
	業務
	○
	


＜病棟連絡事項＞
・12/19病棟巡視あり。
・忘年会余興が再募集となっている。希望者は担当委員まで。
・1/21より西病棟で治験開始となる予定。治験のスケジュールに関してはB診察室に準備予定。1/22より採血等の検査開始となっていく。不明点はCRCに確認しながら対応していくようお願いします。

・掲示物の位置を変更している。B診察室内のものは詰所に移動し、診察室内には治験のスケジュール等を掲示予定。

＜ベッドコントロール＞
・藤井理代様～西病棟26号室へ転入。
・藪　真弓様～西病棟22号室へ転入。
・坂本　敏子様～本日自宅退院となる。
・中村　豊様～治験目的にて1月21日に転入予定。
＜患者様連絡事項＞
・川口　八寿子様～12/15自宅、12/25労災病院他科受診での外出について、主治医へ単独外出可能か確認、スタッフ付き添いの指示あり。スタッフ付き添いの兼ね合いで、受診日等調整していく。

・松田　寿音様～コロナワクチン接種に関して、キャンセルとなる。退院について年内を希望する発言あり、主治医や家族の意向も確認していく事とする。
・晴山　美智子様～訪問看護「五福」退院後初回　12/20（金）13：00～　以降毎週金曜日訪問。本日ケア会議実施、結果は電子カルテ参照を。

・高橋　サエ様～普通食→軽食へ変更。
・庭田　昇二様～普通食→大盛りへ変更。

・秋田谷　妙子様～服薬自己管理開始となっている。
・成田　賀枝様～発熱時カロナール3回分処方あり。臨時薬ダイフェンは継続で2日分処方あり。
・東野　愛様～疼痛時カロナール、便秘時センノシド各10回分処方あり。

・坂本　敏子様～退院時用のピコスルファートナトリウム内用液1本処方あり。

・木村　柚子様～SW情報→青明舎　森氏より連絡あり本人のGH見学後の様子と就労アセスメントを終えての状況の共有だった。GHに対する本人の印象は概ね良いとの事。体験利用と入居開始で2回も緊張するのが嫌であるため、体験利用はいらないと本人談。主治医の意見を確認し、体験不要であればそのままGHの準備を待ってR7年1月中の退院となる。現状GH内の家具等設備が揃っておらず、他の利用者が一人もいない状況。その中での体験利用は大変かもしれないと森氏談。就労アセスメントの評価については全体的に高評価で終わっている。しかし利用期間が短く、本人の適正や症状による負荷は測れていなかった。左記に加え本人から同意が得られたこともあり、退院後の日中活動先としてワークみなとを利用していく事になっていた。十分にアセスメントがとれた段階で次の就労B型もしくはA型へ進むことになる。
・田名部　幸子様～SW情報→主治医より訪問看護週1回での導入指示あり。

退院予定はR7年1月6日との事。たものき訪問看護事業所へ訪問看護の相談を行っている。現時点で対応可能な日程は火曜日の14：30もしくは木曜日の14：00との事。家族、本人へ日程を確認し、情報提供書作成後に折り返すこととした。
・田端　香織様～SW情報→青明舎　森氏へ架電本人の区分について確認している。障害福祉サービスの利用はされていないため受給者証のような形での現物はないが、役所から伝えられていた区分は5との事。また区分決定に伴う今後の退院支援について、正式に森氏が計画相談として契約することになったとの事。12/24の外出の際に青明舎で手続きを行う予定。今後の調整は家族とも相談しながら進めるとの事。
・中里　慶子様～SW情報→計画相談変更希望があった件について姉様より
計画相談の変更希望が有った事を説明している。一度母様と相談し、来週にまた折り返し頂けるとの事だった。また先日本人より母様に「部屋が暖房つけると暑いし漬けないと寒いから手袋を持って来てほしい」と連絡が入っていたとの事。昨年はそのような訴えが無かったため、調子を崩しているのではと心配している様子。院内でも共有してほしいとの事だった。
・畑中　勉様～体験利用に関しては意欲的であった。集団生活に関しては「できます」と語っている。兄様は元々本人に自立してほしいと考えていた為、施設の概要としては好ましく感じている様子。青山荘の調整が可能であればGHの契約も終了としたいと語っている。懸念点として、本人の年金のみではおそらく利用料が賄いきれないことをあげている。生活保護についての説明や、月の料金について雑費含めどのぐらいかかるのかなどを青山荘、PSWに確認したいと話があった。本人からの希望もあり、通所で体験利用を調整していく形となった。日程決まり次第連絡を頂く予定。通所体験が終わり宿泊体験を始める事になった際は、一旦兄様と青山荘で面談を行って意向など確認する予定である。
・佐々木　康子様～みちのく記念病院転院について、主治医よりみちのく記念転院について家族に確認するよう指示あり。妹の晴山様に本人の状態（盗癖、入浴拒否続いていること）説明した上で、施設入所は難しい事、今後の方向性としてみちのく記念病院に転院し、関連施設入所を目指してはどうか提案する。自分だけでは判断できない事から、姉妹に相談し改めて折り返し頂けるとの事。すぐの返答は出来ない為、検討出来次第連絡頂きたい事説明し了承。
＜要注目患者様ケース検討＞
・川口　八寿子様～話し掛けの頻回さや、会話内容の滅裂さ目立ち、「日曜日の外出で家帰ったら暴れそうだから注射して」と話したり、軽躁状態は持続。昨日よりも気分の高揚が目立ち、不穏時リスパダール内用液（0.5）1P服用。引き続き精神症状の観察行い、適宜トラブル無いよう対応していく。

・成田　賀枝様～食事は各食2/3摂取。昨夜は38度台の発熱あるが、本日は発熱や身体不調訴えなし。四肢冷感あり酸素飽和度は80～90％台であるが自覚症状訴えはない。引き続き身体症状の観察行っていく。
・松原　謙一様～ハーフ食に変更後はメイバランス全量、その他は1/2程度摂取。引き続き食事摂取状況について観察を行っていく。退院について妻様より12/30迄での退院を希望。食事摂取状況等についても説明しているが、退院の意向を示している。
＜病棟事業取り組み状況＞
・外出泊訓練は適宜事前面談、事後面談行っている。引き続き実施していく。
